
後楽園ホールで年間２００試合ほど観戦すると選
手たちが全力で戦った結果が１ポイント差の判定

負けや引分けという場面に度々出会います。リングに上がる
ために数ヶ月の自己節制と厳しい練習に結果が伴わないと精
神的にも肉体的にも本当にガックリする選手の気持ちを推し
測ります。セコンドに慰められながら肩を落とし足取りも重
く選手控え室に戻る選手の背中に、心を折ることなく次は頑
張れ、と念ずるしか掛ける言葉が見つからない時があります。

今日の４人はボクシングが出来てい
なかった。慶行はまぁまぁだったけ
れど、篠塚、小椿、前川の今日の試

合は零点。慶行は５０点。駄目。ボクシングが出来ていない。
ちゃんと頭の中で動きの基礎ができていない。

第７試合：前川秀樹第７試合：前川秀樹 ４Ｒ引き分け４Ｒ引き分け
デビュー戦を派手なＫＯ勝利で飾
った前川は第２戦で１回ＫＯ負け
を喫し、再起第３戦は野口ボクシ
ングジムの龍ケンシロウ選手(１
勝１ＫＯ２敗）。
１ラウンドお互いが距離を採って
戦うが前川の左右ストレートの伸
びが良い。２ラウンドに入りス

テップワークと左右のコンビネーションがクリーンヒットし
相手の動きが見えているようだ。３、４ラウンドと互角の打
ち合いが続き判定結果はドロー(39:38、38:38、38:39)。
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１１月９日 ４戦：２勝１敗１分

小林慶行、小椿康晃、勝利！

三谷会長のコメント

１２月１５日 鬼ヶ島竜、鈴木淳、林涼樹、佐藤寛人、

ごんごちゃんは見た！！

三谷大和スポーツジムニュース Ｎｏー２３

１１月９日、後楽園ホールで開催された『三迫ボクシングジ

ム一門会』のイベントに三谷大和スポーツジム所属のフレッ
シュボーイ４人が出場し結果は２勝１敗１分だった。

第１試合：篠塚和也第１試合：篠塚和也 ３Ｒ負傷判定負け３Ｒ負傷判定負け
篠塚の対戦相手のワンツースポーツ
ジムの堤栄治選手も共にデビュー戦。
両者共に緊張さが見られるが堤選手
の方が落ち着いており１ラウンドか
ら積極的にパンチを出した。篠塚は
左目上をバッティングでカット。２
ラウンド激しく打ち合うが篠塚右目
上をヒッティングでカット。３ラウ

ンド中盤に右目の出血でドクターチェックが入り続行不可能
と判断され１分３１秒ＴＫＯ負けを宣言された。

編集後記

「思い続けると夢は叶う」という言葉があります。
私の少ない体験上では高校時代ラグビーに熱を入

れ、大阪花園ラグビー場で開催される全国大会への出場を夢
見ていました。チームメイトは「夢だ。無理だよ」と言ったが、私
は必ず花園でプレーする夢を抱き続け練習に打ち込みました。
結果は３年生時に背番号８を着けて群馬県大会優勝、北関東
大会優勝で晴れの花園ラグビー場へチームメイトとともに出場
しました。「思い続けると夢は叶う」という実例です。ボクシングと
いう心身ともにハードなスポーツが出来る時間は限られていま
す。夢の実現に向けて自分の持てる力を全て出し切り、全力で
努力するのです。同時に明るいポジティブなイメージを持って練
習に取り組もう。ジム生諸君！ 「夢は叶う！」 ファイト！！

岩井 大 １０月度月間新鋭賞受賞

ＮＯ－２３

マスコットの
ごんごちゃんです！

第２試合：小林慶行第２試合：小林慶行 ４Ｒ判定勝ち４Ｒ判定勝ち
慶行の対戦相手は輪島功一スポーツ
ジムの林智樹選手(２勝１ＫＯ１敗)。
両者ともに３戦目とあって１ラウン
ドから激しく打ち合う。ボディコン
タクトが度々起こる試合となった。
２ラウンドも両者激しく打ち合い慶
行の左右フックが決まりリングサイ

ドには鼻血が飛び散る。３ラウンド、４ラウンドと両者譲ら
ず打合い判定結果は３：０(39:38、39:38、39:38)で慶行
の判定勝ち。

第５試合：小椿康晃第５試合：小椿康晃 ４Ｒ判定勝ち４Ｒ判定勝ち
筋肉マン小椿の第２戦の対戦相手は
国際ボクシングジムの佐竹憂樹選手
(１勝３敗)。１ラウンドは一進一退
の展開ながら小椿の左右フックが決
まる。 ２ラウンドは佐竹選手との
リーチ差をもろともせず積極的に中
に飛び込む。３ラウンドはやや疲れ

たか空振りパンチが目立つ。４ラウンド開始早々に右フック
でダウンを奪い、以後、ＫＯを意識してか大振りのパンチが
目立つ。判定結果は３：０(39:36、39:37、38:37)で連勝。

１１月２日、東日本ボクシング協会は２００９年１０月度の
月間賞を発表した。３賞（最優秀賞、敢闘賞、新鋭賞）の中
の新鋭賞に１０月２８日の安住幸一郎選手との試合を５ＲＴ
ＫＯで勝利した岩井大が選出された。１０月に行われた試合
の中で最も新人の戦いに相応しいと評価されたものである。
１１月１３日に後楽園ホールでスーパーフェザー級東洋太平
洋チャンピオン内山選手とともにリングに上がり表彰された。
岩井大選手の言葉
栄誉ある賞をいただいて本当に嬉しく思っています。これ
からも自分の可能性と三谷会長を信じて日々の努力を怠らず
に世界に通用する選手になりたいと思うので、これからもよ
ろしくお願いします。


